
低線量肺がんCT検診

○低線量肺がんCTとは

・肺がんCTとは
⽇本⼈の死因の第1位はがんであり、
その中で最も多いのが肺がん
と⾔われています。
さらに罹患数の増加とともに
死亡率も年々、上昇しています。

肺がんはある程度進⾏しないと症状が出ません。
また、従来のレントゲン検査では早期の⼩さながんまで発⾒
するのはなかなか難しく、残念ながら発⾒が遅れたり治療が
困難になる⽅も少なくないのが現状です。

そこで、
低線量肺がんCT検診は肺を輪切りにして観察することで、
レントゲン検査の約10倍の肺がん発⾒率を誇ります。

・低線量とは
当院に導⼊されている最新の装置では、
通常のCT検査の約1/6に抑えた被ばく量で診断に影響のない検
査を⾏うことができます。

肺がんの早期発⾒・早期治療を⽬的としています。
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○対象
40歳以上の男性
45歳以上の⼥性

○こんな⽅におすすめ
・喫煙している⽅
・喫煙歴がある⽅
・受動喫煙が気になる⽅
・肺がんの家族歴がある⽅
・市健診で胸部レントゲンを毎年撮影しているが、
CT検査を受けたことがない⽅

○検査内容
検査時間：約5分
⾷事制限：なし
料⾦：¥7700（税込）
※検査結果は後⽇郵送

○予約※完全予約制
予約窓⼝：２階検診窓⼝、病院代表電話番号

○ご不明点等ありましたら、２階放射線科へお声がけください。


